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あなたの声を市政に

市民の皆さん、ご意見・ご要望等ぜひお寄せ下さい。（詳しい質問内容については、党市議員団ホームページをご覧下さい。）

一般質問に立つ福田くみ子議員

福
田
く
み
子
議
員

福
田
く
み
子
議
員

佐
藤
栄
一
市
長

佐
藤
栄
一
市
長

　市長選挙後初めての議会は、選挙結果についての見解を求める質問が相次ぎました。
日本共産党からは、福田くみ子議員が一般質問に立ち、ＬＲＴ事業を中心に市長の政
治姿勢などを正面から質しました。要点をダイジェストで報告いたします。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
の
議
員
は
、
こ
ぞ
っ
て
市

長
を
持
ち
上
げ
激
励
し
、
新
人
の
金
子
と

お
る
氏
が
六
千
二
百
票
と
い
う
僅
差
ま
で

迫
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
根
拠
の
な
い
誤

っ
た
情
報
、
デ
マ
情
報
に
市
民
が
惑
わ
さ

れ
た
結
果
と
す
る
発
言
が
相
次
ぎ
、
市
長

も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
見
解
に
終
始
し
ま

し
た
。

示
さ
れ
た
の
は

Ｌ
Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｏ
！
の
民
意

　
今
度
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
、
市
長
は
「
市

か
ら
の
情
報
が
十
分
に
届
い
て
い
な
か
っ
た
。

間
違
っ
た
情
報
に
よ
る
も
の
」
と
の
見
方
を

示
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
事
の
本
質
を

隠
し
矮
小
化
し
た
ご
ま
か
し
。
市
民
利
益
と

矛
盾
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
。

　
根
拠
の
な
い
不
正
確
な
情
報
に
よ
り
本
質

が
隠
さ
れ
た
。
積
極
的
に
市
民
説
明
を
行
う
。

不
正
確
情
報
は

　
　
　
む
し
ろ
市
長
側

　
不
確
実
な
ビ
ラ
で
市
民
が
惑
わ
さ
れ
た
。

（
着
工
が
）
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ

の
間
を
利
用
し
て
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
死
に
も
の
ぐ
る
い
で
推
進
す
る
。

　
市
は
、
全
体
計
画
も
総
額
も
未
だ
示
せ
て

い
な
い
。
西
側
計
画
に
つ
い
て
、
Ｈ
15
年
に

公
表
し
た
1
1
0
億
円
の
ま
ま
。
吉
田
副

市
長
は
、
市
民
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ス
ン
の
開
い

た
シ
ン
ポ（
12
月
４
日
）
で
、
90
億
円
と
も

発
言
。
市
長
は
選
挙
中
、「
大
谷
ま
で
延
伸

す
る
」
と
も
発
言
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
無

責
任
な
発
言
や
、
関
連
事
業
費
が
未
だ
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
、
東
側
計
画
が
当
初

事
業
費
の
1
・
7
倍
に
も
膨
ら
ん
だ
事
実

か
ら
推
測
を
す
れ
ば
（
総
事
業
費
が
１
千
億

円
超
と
の
見
解
は
）
常
識
の
範
囲
。
誤
っ
た

情
報
と
い
う
根
拠
も
な
い
。
わ
ず
か
１
週
間

の
選
挙
で
、
民
意
が
覆
っ
た
と
か
、
し
か
も

誤
っ
た
情
報
に
よ
る
も
の
と
す
る
見
方
は
、

本
質
を
矮
小
化
し
、
市
民
を
愚
弄
す
る
も
の
。

４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て

の
答
弁
は
？

①
関
連
事
業
費

　
こ
れ
か
ら
検
討
す
す
め
る

②
維
持
管
理
費

　
年
間
９
千
万
円
の
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

株
式
会
社
か
ら
の
施
設
使
用
料
で
全
額
賄
う

（
？
）

③
減
価
償
却
費

　
公
共
事
業
で
は
資
本
を
回
収
す
る
必
要
は

な
い
。
更
新
が
必
要
に
な
れ
ば
、
再
度
論
議
。

（
つ
ま
り
民
間
事
業
と
は
違
っ
て
、
将
来
的

な
大
規
模
改
修
や
更
新
の
費
用
も
「
減
価
償

却
費
」
と
し
て
計
上
せ
ず
、
将
来
的
に
は
す

べ
て
を
税
金
で
賄
う
こ
と
に
な
る
）

④
総
事
業
費

　
西
側
計
画
に
つ
い
て
、
現
在
精
査
中
。
来

年
度
に
は
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
答
弁
か
ら
、
今
後
税
金
で
の
負

担
が
ど
こ
ま
で
膨
ら
む
の
か
？
ま
だ
ま
だ
不

透
明
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
合
意
確
認
す
る
ま
で

　
着
工
延
期
を

　
最
後
に
福
田
議
員
は
、
改
め
て
、
市
長
の

責
任
で
住
民
投
票
を
行
い
、
住
民
合
意
の
確

認
を
す
る
ま
で
着
工
を
延
期
す
べ
き
と
強
く

求
め
ま
し
た
。

LRT ！！

義務教育 保護者負担軽減を
 「義務教育は無償とする」の憲法の規定により授業料はもちろん教科書
等が無償となっているものの、実際の保護者負担はばかになりません。大
田原市など県内自治体でも給食費を無料化する自治体も広がっています。
子育て世代の経済状況が改善されない中、義務教育における保護者負担の
在り方を見直すよう求めました。

　入学前3月に支給！中学入学準備金
　　 　― 就学援助制度の改善求める ―
　就学援助制度について、福田議員は、2014 年 6 月議会でも入学準備
金の入学式前支給など制度の拡充と改善を求めました。
　今議会では中学入学準備金について、今年度から 6 年生の 3 月に支給
されることとなり補正予算に計上されました。
　今度の一般質問では、さらに、小学校 1 年生について検討状況を質した
ところ「支給方法などの課題があるが、他市の状況を踏ま
えて検討をすすめる」と答弁しています。
　さらに、必要な人すべてに制度が行き渡るよう、基本的
に民生委員の関与をなくすなど改善を求めました。

◆就学援助制度◆「経済的理由で就学が困難な児童・生徒の保護者に費
用の一部を援助し子どもの学ぶ権利を保障する」制度です。

掲載できなかった項目

＊本市の優先すべき課題について

＊循環型社会形成の位置づけについて

＊生ごみの減量化の積極的取り組みについて

多様な性を認め合う社会づくりを

！！

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
に

き
ち
ん
と
位
置
づ
け
を

　
　

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち
の
人
権
擁
護

の
動
き
が
広
が
る
な
か
、
Ｈ
29
年
度
に
は
、
宇

都
宮
市
第
３
次
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
の
改

定
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
計
画
の
中
に
多
様
な

性
を
認
め
合
う
社
会
づ
く
り
を
き
ち
ん
と
位
置

付
け
推
進
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　多
目
的
公
衆
ト
イ
レ
表
示

　
「
ど
な
た
で
も
使
え
ま
す
」へ

　
　

　
ま
た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
52
・
７
％
、
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
64
・
９
％
が
ト
イ
レ
の
使
用
に

困
る
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
の
こ
と
。

　
多
目
的
公
衆
ト
イ
レ
表
示
は
、
一
部
は
す
で

に
車
い
す
マ
ー
ク
だ
け
で
は
な
く
「
ど
な
た
で

も
使
え
ま
す
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
す
べ

て
を
計
画
的
に
変
え

て
い
く
と
答
弁
し
ま

し
た
。

市民利益と矛盾した事業
市長選挙が示すもの－ＬＲＴ反対62％（　　  ）ＮＨＫ

出口調査

一般質問
要旨
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　日本共産党宇都宮市議員団では、市民の皆さんの声を
市政に届けるため、最大限の努力をしております。市民
の皆さんと市議員団をつなぐ「ほっとらいん」としてお
届け致しますので、ご一読いただければ幸いです。皆さ
んのご意見、ご要望等どしどしお寄せ下さい。

市民の皆さんへ

検  索

スポット
ライト
スポット
ライト

定例無料 市政・法律なんでも相談会定例無料 市政・法律なんでも相談会

※時間は午後 2 時～ 4 時 　
※弁護士が協力します。プライバシー厳守
　（2 月は弁護士が同席できません）
※相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡下さい。

日本共産党宇都宮市議員団

■ 2 月11日G
■ 3 月11日G
■ 4 月 8 日G

電話 632-2622   FAX 632-7753
電話 634-8722（休日夜間など）

★お急ぎの方はいつでもご連絡下さい。

市政、くらし、福祉、労働・雇用、教育、生活環境、介護、
子育て、すまいの問題、多重債務、市民生活について、
その他なんでも

討論する荒川つねお議員

市総合コミセン2階和室

市総合コミセン2階会議室

市総合コミセン2階会議室

河
内
図
書
館
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
継
続
を
見
直

し
直
営
に
戻
す
予
算
措
置
を

求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

　
市
議
会
日
本
共
産
党
は
、

陳
情
者
の
願
意
は
き
わ
め
て

妥
当
、
全
面
的
に
賛
同
す
る
。

　
市
民
に
と
っ
て
図
書
館
と
は
、

人
類
の
叡
智
の
宝
庫
で
あ
り
、

安
ら
ぎ
と
交
流
、
情
報
発
信

の
場
で
あ
る
。
図
書
館
は
、

司
書
な
ど
人
が
育
つ
場
で
あ
り
、

常
に
充
実
、
発
展
が
求
め
ら

れ
て
い
る
場
で
あ
る
。
ま
た
、

全
て
の
市
民
の
学
習
を
保
障

す
る
機
関
と
し
て
、無
料
利
用

の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ス
ト
削
減
が
強
く
求
め

ら
れ
る
行
革
の
手
段
と
し
て

導
入
さ
れ
た
指
定
管
理
者
制

度
が
、
最
も
な
じ
ま
な
い
の

が
図
書
館
運
営
で
あ
る
。
河

内
図
書
館
の
運
営
を
直
営
に

戻
し
、
地
域
の
知
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
と
身
近
に
使
い

易
い
図
書
館
に
す
る
た
め
に

市
民
、
利
用
者
の
声
を
生
か

す
べ
き
で
あ
る
。

市民合意確認は
  市長提案の住民投票を！！
市民合意確認は
  市長提案の住民投票を

LRTLRT ！！

Ｌ
Ｒ
Ｔ
反
対 

野
党
５
党
と

２
市
民
団
体
連
携
強
め
る

　
昨
年
十
一
月
の
市
長
選
挙

に
お
け
る
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
中
止
を

求
め
る
会
」
の
主
だ
っ
た
構

成
団
体
で
あ
っ
た
共
産
党
・

民
進
党
・
社
民
党
・
新
社
会

党
・
緑
の
党
と
宇
都
宮
市
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
連
絡
会
・
宇
都

宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
反
対
し
公

共
交
通
を
考
え
る
会
の
七
団

体
の
代
表
は
十
二
月
二
十
六

日
、
佐
藤
栄
一
市
長
に
対
し

七
項
目
に
ま
と
め
た
公
開
質

問
状
を
提
出
し
ま
し
た
。

市
民
の
疑
問
に

わ
か
り
や
す
く
答
え
て
！

　
そ
の
主
な
内
容
は
、「
渋

滞
対
策
に
つ
い
て
」「
需
要

予
測
お
よ
び
採
算
性
に
つ
い

て
」「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
総
事
業
費
に

つ
い
て
」「
市
長
選
出
口
調

査
結
果
か
ら
市
民
合
意
の
有

無
に
つ
い
て
」
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
か
ら
は
、
吉
田
副
市
長

ら
が
出
席
、
公
開
質
問
状
を

受
け
と
り
ま
し
た
。

　
こ
の
公
開
質
問
状
提
出
に

は
、
各
団
体
か
ら
20
名
が
参

加
。
市
議
会
議
員
は
荒
川
つ

ね
お
・
福
田
く
み
子
・
今
井

恭
男
・
宇
賀
神
文
雄
・
久
保

井
永
三
の
五
議
員
が
出
席
し

ま
し
た
。
　

　
な
お
、
一
月
十
三
日
を
回

答
期
限
と
し
て
い
ま
す
。

市
長
に
公
開
質
問
状

上
河
内
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び

河
内
保
健
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
両
地
域
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
提
供

機
能
を
河
内
地
区
自
治
セ
ン
タ
ー
に
統
合

す
る
こ
と
が
理
由
で
す
。

　
荒
川
議
員
は
、住
民
の
保
健
・
福
祉
の
拠

点
は
、地
域
住
民
に
と
っ
て
、今
後
ま
す
ま

す
強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
位
置

付
け
の
中
で
、両
地
域
拠
点
に
必
要
な
施

設
を
廃
止
す
る
の
は
ア
ベ
コ
ベ
の
話
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
め

ざ
す
中
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は
廃
止
ど
こ

ろ
か
旧
市
内
も
一
ヶ
所
で
は
な
く
東
西
南

北
４
ヶ
所
は
必
要
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　
今
迄
常
駐
し
て
い
た
保
健
師
さ
ん
た
ち

が
河
内
自
治
セ
ン
タ
ー
か
ら
往
復
一
時
間

も
か
け
て
、
上
河
内
地
域
に
出
ば
っ
て
く

る
と
い
う
の
も
不
合
理
だ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
共
産
党
の
み
が
反
対
し

ま
し
た
。

保
健
福
祉
の
拠
点

廃
止
認
め
ら
れ
な
い

陳情反対討論（要旨）

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
計
画
の
白
紙

撤
回
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

　
こ
の
度
の
市
長
選
挙
の
歴

史
的
結
果
を
受
け
て
「
Ｌ
Ｒ

Ｔ
先
に
あ
り
き
の
計
画
を
白

紙
に
戻
し
て
、
将
来
の
宇
都

宮
市
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
交

通
政
策
を
原
点
か
ら
検
討
し

直
し
て
ほ
し
い
」
と
の
陳
情

趣
旨
に
全
面
的
に
賛
成
す
る
。

市
長
は
重
く
受
け
と
め
よ

Ｌ
Ｒ
Ｔ
ノ
ー
は
市
民
の
審
判

　
市
政
の
最
大
課
題
で
あ
る

Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
計
画
で
、
出
口

調
査
に
よ
る
客
観
的
結
果
で

明
ら
か
な
よ
う
に
、
市
民
の

審
判
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
反
対

が
多
数
と
な
っ
た
。
本
市
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
は
、
未
だ
市
民

合
意
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と

は
、
何
人
を
し
て
も
認
め
ざ

る
を
得
な
い
選
挙
結
果
で
あ

る
。

選
挙
結
果
の
衝
撃
大
き
く

　
新
人
の
金
子
氏
が
僅
差
ま

で
迫
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、

一
般
質
問
に
立
っ
た
市
長
支

持
派
の
議
員
は
こ
ぞ
っ
て
「
根

拠
の
な
い
、
誤
っ
た
情
報
で

市
民
が
混
乱
さ
せ
ら
れ
た
」

と
の
べ
、
市
長
も
根
拠
の
な

い
不
正
確
な
情
報
に
よ
り
、

本
質
が
隠
さ
れ
た
」
と
答
弁

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
市
民
は
ち
ゃ
ん

と
見
て
い
る
。
示
さ
れ
た
民

意
を
歪
め
る
こ
と
は
大
問
題

で
あ
る
。

　
選
挙
結
果
は
、
お
互
い
に

厳
粛
に
受
け
と
め
、
市
民
と

真
正
面
か
ら
真
摯
に
向
き
合

お
う
で
は
な
い
か
。

市
民
は
見
抜
い
た
！

Ｌ
Ｒ
Ｔ
先
に
あ
り
き
の
矛
盾

　
今
回
の
選
挙
で
の
市
民
の

審
判
の
本
質
は
「
説
明
を
聞

け
ば
聞
く
ほ
ど
疑
問
が
大
き

く
な
り
、
ま
た
、
計
画
が
明

ら
か
に
な
れ
ば
な
る
程
、
市

民
利
益
と
矛
盾
す
る
事
業
で

あ
る
こ
と
を
見
抜
い
た
」
こ

と
に
あ
る
。

税
金
必
死
に
納
め
る

市
民
の
側
に
立
っ
て
こ
そ

　
下
野
新
聞
で
の
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

バ
ラ
色
論
、
我
田
引
水
の
推

進
に
都
合
の
良
い
情
報
垂
れ

流
し
の
吉
田
副
市
長
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
に
は
あ
き
れ
る

ば
か
り
だ
。
市
民
は
、
国
交

省
ば
り
に
公
共
事
業
に
湯
水

の
様
に
税
金
を
使
う
側
で
は

な
く
、
一
生
懸
命
働
い
て
血

の
出
る
様
な
税
金
を
納
め
る

側
に
立
っ
た
、
等
身
大
の
Ｌ

Ｒ
Ｔ
説
明
を
求
め
て
い
る
。

市
民
は
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
着
工
急
ぐ

こ
と
な
ど
求
め
て
い
な
い

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
年
度
内
着
工
は
見
送
ら

れ
た
。

　
市
長
は
、
市
民
へ
の
Ｌ
Ｒ

Ｔ
本
質
問
題
に
つ
い
て
解
明
・

丁
寧
な
説
明
に
徹
し
、
民
主

政
治
の
常
道
に
照
ら
し
て
市

民
多
数
の
合
意
形
成
を
達
成

し
て
か
ら
、
着
工
へ
進
む
べ

き
で
あ
る
。

　
そ
の
市

民
合
意
の

確
認
は
市

長
自
ら
が

提
案
す
る

住
民
投
票

の
実
施
を

求
め
た
い
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
計
画
の
白
紙

撤
回
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

河
内
図
書
館
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
継
続
を
見
直
し

直
営
に
戻
す
予
算
措
置
を

求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

暴走スト
ップ

政務活動費
領収書のネット公開
当たり前の時代
なぜ不採択？

　全国の地方議会で、政務活動費の不正支出が問題にな
る中で、その使い道を市民が気軽にチェックできるよう
に、領収書のネット公開の動きが広がっています。
　宇都宮市議会 12 月定例会には、ネット公開を求める
陳情が出されました。
　本市では、現在、領収書は情報公開すれば閲覧できま
すが、コピーを入手するには 1 枚 10 円かかり、すべて
を入手するにはかなりのお金がかかります。
　ホームページで公開されれば、市民は 24 時間いつで
もチェックできます。
　宇都宮市議会は、厳格な使途基準が設けられています
が、領収書のネット公開は、よ
り積極的な情報公開の方法とし
て当たり前の時代です。
　この陳情には、共産 2 名を含
む 8 名が採択を主張しましたが、
不採択となりました。


